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第１次改訂版刊行にあたって

　本書は、学校管理職試験の受験者の方々に向けて、面接試験において、
経験・知識・熱意が伝わる回答の仕方をわかりやすく示すことを目的とし
て平成 26 年に発刊しました。この間、皆さまから好評をいただき、増刷を
重ねてきましたが、このたび第１次改訂版を発行することにしました。
　今回の改訂にあたっては、初版刊行以降の教育関連法規の改正を反映す
ることはもちろん、平成 29 年３月に告示された次期学習指導要領に伴うト
ピックなども可能なかぎり盛り込みました。

　「面接は、何を聞かれるかわからないから緊張する」という人がいます。
しかし、学校管理職試験の面接で聞かれることは、教育に関係することだ
けであり、政治情勢や経済情勢のことを聞かれることはまずありません。
しっかりとした準備をすることができれば、必ず合格できます。
　本書は、面接で出題される問題や評価する要素、マナーなどの基礎知識
から、回答の仕方、実際の試験を想定した問答例までを取り上げ、受験者
の先生方が行うべき面接対策を解説します。

・管理職試験の受験を決意したが、何から始めたらよいかわからない
・筆記や論文の勉強の仕方はわかるが、面接はわからない
・面接官から評価される回答のコツがわからない
　こんな悩みを持つ方は、ぜひ本書で学び、試験に備えてください。

　本書の内容を簡単に紹介します。
　第１章は、「面接試験の基礎知識」です。面接官が受験者の何を見るのか、
事前調書の書き方などについてまとめてあります。
　第２章は、「評価される回答の仕方」です。自己紹介はもちろん、事前調
書に関する質問、法規に関する質問などへの回答のコツ、留意点を示して
います。
　第３章は、「NG回答の改善ポイント」です。「抽象的で曖昧な回答」「現
任校を批判する回答」など、面接試験の準備が不十分な受験者にありがち
なNG回答を紹介し、改善例を示していますので、参考にしてください。
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　第４章は、「最新の教育課題に関する質問 20」です。「主体的 ･対話的で
深い学び」など、最近のトピックとなっている、出題される可能性が高い
ものを取り上げています。
　第５章は、「学校経営に関する質問 25」です。学校管理職が行う仕事の
根幹であり、これも聞かれることが多い問題です。
　第６章は、「教育課程に関する質問 25」です。職務の中で最も重視され
るのが、この教育課程についてです。
　第７章は、「教職員に関する質問 25」です。教職員の管理も、学校管理
職にとって欠かせないものであり、正確な法的知識をもとに答える必要が
あります。
　第８章は、「児童・生徒に関する質問 20」です。不登校児童や暴力行為
などについて、学校管理職としてどのように対応するのかは、問われるこ
とが多いテーマです。
　第９章は、「保健・安全等に関する質問 15」です。児童・生徒を守るこ
とのできる知識、考えを持っているかを問われます。
　第 10 章は、「受験者の身上等に関する質問 10」です。志望動機をはじめ、
必ず聞かれる質問ですので、参考にして、しっかりと準備しておいてくだ
さい。
　第 11 章は、「集団面接・集団討論の攻略法」です。私は校長試験のときに、
２次試験で集団討論があり、司会に立候補しました。合格できたのは、こ
のときの積極的な姿勢が評価されたのかもしれません。集団面接や集団討
論は、実施していない自治体もありますが、受験方法が変更になる場合も
あります。また、個人面接の参考になる内容もありますので、ぜひ一読し
ておいてください。
　最後に、学校管理職試験を受験するからといって、日常の校務をないが
しろにすることは絶対にあってはならないことです。「日々是試験」という
ような勤務態度で日々の校務に真剣に取り組み、試験に臨んでください。
　本書が受験される先生方のお役に立ち、試験に合格されることを心より
お祈り申し上げます。

　平成 29 年４月
� 学校管理職試験研究会会長
� 久保田�正己
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3 自分の理想とする
学校像を確立しておく

◆自分らしい回答を準備する

　「どのような学校をつくりたいと思いますか」という問題は、面接では必
ず聞かれる不易な問題です。例えば、次のような具合です。

面接官   あなたは、どのような学校をつくりたいと思いますか。
受験者   子どもたちが、毎日喜んで登校する学校をつくりたいです。

面接官   どうすればそのような学校がつくれますか。
受験者     教職員がよくわかる授業を行うことだと思います。そうすれば、子

どもたちが学習する楽しさを持つことができるからです。

面接官   教職員の指導力を向上させるには、どのようにしますか。
受験者     授業研究を中心にした校内研修に取り組みます。また、日常の授業

観察なども行い、適切に指導・助言をして指導力の向上に努めます。

面接官   授業観察と言いましたが、教頭として忙しい中でできるのですか。
受験者     どんなに多忙でも、必ず時間をみつけて行います。教職員の人事評

価も始まっているので、日常の授業観察は、業績評価を行う上でも

欠かせません。

　自分の理想とする学校像については、しっかりとした考えを確立してお
くことが必要です。同時に、教職員像、児童・生徒像など、教育に関する
理想像についても、自分らしい回答を準備しておきましょう。また、受験
者の回答に対して１問だけで終わることはなく、面接官からは必ず関連し
た枝問が出されます。予想される枝問への準備もしておけば、試験会場で
落ち着いて対応することができます。
　回答の準備をしていないと、慌ててしまったり、同じことを繰り返した
り、正鵠を得ない回答になってしまったりします。きちんと準備を整えて、



37

第
２
章　

評
価
さ
れ
る
回
答
の
仕
方

誠実に穏やかに落ち着いた態度で受け答えをしましょう。面接官は、回答
の内容だけでなく、受け答えの仕方も見ています。

◆管理職としての確固たる信念を持つ

　「どのような教頭をめざしますか」という問題も、「どのような学校をつ
くりたいと思いますか」という問題と同様に、面接では不易な問題です。

面接官   あなたはどのような教頭をめざしますか。
受験者     校長の学校経営の補佐に徹して、職員室の担任として校務の整理が

しっかりとできる教頭です。

面接官   教職員とはどのように関わりますか。
受験者     教職員の長所を伸ばすように優しく接するとともに、職務について

は厳しさを持ってあたりたいと思います。

面接官   優しくと言いましたが、それでは甘やかしではないですか。
受験者     教職員には、優しく、温かくという基本姿勢で接しますが、職務の

遂行には毅然とした態度であたります。

面接官   職員室の担任と言いましたが、どんな職員室にしますか。
受験者     職員室は、教職員がお互いに話し合い、高め合う場、子どもの成長

を語り合う場にしたいと思います。

　自分の理想とする教頭像、校長像も必ずまとめて、整理しておいてくだ
さい。面接官は、受験者がどのような信念や考え方を持っているのかを聞
いてみたいと考えています。本当に、この受験者に校長として「一校」を
任せられるのか。副校長、教頭として「校長の補佐」ができるのか。これ
らを面接試験を通して確認したいのです。
　学校管理職になると、学校の代表として、「学校の顔」になります。児童・
生徒や保護者、地域住民は、校長、副校長、教頭を見て、その学校で行わ
れている教育の質の判断をしてしまう場合もあります。日常の教育活動を
しっかりと行い、何か不測の事態が起きたときも理路整然とした対応がで
きる落ち着きを持った学校管理職の存在こそ、信頼される学校の礎になる
ことを肝に銘じ、明快な回答を心がけましょう。
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1 抽象的で曖昧な回答

◆管理職としての具体的な行動がみえない回答はNG

　個人面接では、抽象的で曖昧な回答は禁物です。具体性に欠け、校長や
教頭として何をすべきなのかが伝わらず、面接官に頼りない印象を与えて
しまいます。例えば、次のような回答です。

面接官     いわゆる「中１ギャップ」による不登校の問題に、どのように対応
しますか。

受験者     教科担任制や定期テストなどの学習面の変化や、異なる小学校出身

の生徒との新たな人間関係の構築など、中学校に入ると、大きな変

化があります。変化に対してしっかり対応を取るべきだと思います。

面接官   何をすればよいと思いますか。
受験者     子どもたちの置かれている状況を把握することが大切です。また、

子どもたちに与えている負担をできるだけ軽くすることも必要で

す。

面接官   そうすれば不登校を減らしていけますか。
受験者     さまざまな性格の子供がいますが、学校が積極的な対応をとってい

くことが、不登校を減らしていく大きな要因になると思います。

　「状況を把握」「負担をできるだけ軽く」「さまざまな性格」「積極的な対応」
といった回答では、学校として何をするのかがまったくわかりません。こ
うした抽象的な回答ではなく、何をしたらよいのか、どうすべきなのかと
いう具体的な回答をするべきなのです。
　例えば、次のような回答です。

面接官     いわゆる「中１ギャップ」による不登校の問題に、どのように対応
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しますか。

受験者     まず、中学校区内の小・中学校の全教職員が定期的に情報交換会を

行い、子どもたちの状況を把握します。

面接官   状況を把握した上で、具体的に何をすればよいと思いますか。
受験者     小学６年生の子どもたちが進学に不安を抱かないよう、中学校への

１日体験入学を行ったり、中学校の生徒会の役員に中学校生活に関

するガイダンスをしてもらったりして、理解を深めるようにします。

また、入学後は、中学１年生の個別的配慮事項を把握し、支援体制

の確立に努めることも大切です。

面接官   そうすれば不登校を減らしていけますか。
受験者     現任校では、体験学習や学校行事などによる小・中学校間の交流を

通じて、小学６年生に中学校への理解を深めさせています。このよ

うな対応をすれば、「中１ギャップ」による不登校を減らすことが

できると考えます。

◆できるだけ具体的な回答を心がける

　後者の回答は、「全教職員が定期的に情報交換会」「中学校への１日体験
入学」「中学校生活に関するガイダンス」「個別的配慮事項を把握し、支援
体制の確立」、「体験学習や学校行事などによる小・中学校間の交流」など、
とても具体的です。また、現任校のことも絡めながら答えています。これ
なら学校は何をすべきなのか、校長や教頭として何をするのかがわかりま
す。試験官も、この回答を聞けば、「この受験者なら、不登校対策をしっか
り行うことができる」と思うはずです。
　回答が具体的だと、「全教職員が定期的に情報交換会をすることは可能で
すか。多忙になるからといって、反対も多いのではないですか」などと、
次に厳しい質問をされるのではないかと考えがちですが、堂々と自信を
持って答えればよいのです。「同じ中学校区の小・中教頭・生徒指導主事等
で、対策協議会を立ち上げて、取り組んでいきます」といった具合に答え
れば、「それはできないでしょう」とは、面接官も言うことはできません。
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Q1 「主体的・対話的で深い学び」
とは何ですか

ここがポイント！

押さえておこう

◎課題の発見と解決に向けて主体的・対話的に学ぶ指導方法。

Q     「主体的・対話的で深い学び」について説明してください。
A     次期学習指導要領で示された、新しい授業の方法論です。中央教育審
議会答申までは「アクティブ・ラーニング」の言葉が使われていました。

Q     具体的な内容について知っていますか。
A     はい。３つの視点があります。１つめは、学ぶことに興味や関心を持ち、
見通しを持って粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次に
つなげる「主体的な学び」です。２つめは、子供同士の協働、教職員
や地域の人との対話等を通じ、自己の考えを広げ深める「対話的な学
び」、３つめは、各教科等の特質に応じた見方・考え方を働かせながら、
知識を相互に関連付けてより深く理解したり、問題を見いだして解決
策を考えたりすることに向かう「深い学び」です。

Q     今までの学習形態とは異なるのですか。
A     教員による一方的な講義ではなく、発見学習、問題解決学習、体験学習、
調査学習、グループ・ディスカッション、ディベート、グループ・ワー
クなどの形態で実践します。

Q     学校全体として、「主体的・対話的で深い学び」をどう推進しますか。
A     教科等の枠を越えた校内の研修体制の構築や教材研究、学習評価の改
善・充実などを図り、学校教育目標や育成を目指す資質・能力を踏まえ、
教員間で情報共有しながら、学校全体で指導力の向上を図ります。

１．  次期学習指導要領は、平成 29 年３月 31 日に文部科学省告示として公示された。小学
校は平成 32 年度、中学校は 33 年度からそれぞれ実施される予定。

２．  「アクティブ・ラーニング」は、中央教育審議会の審議のまとめや答申で使われていたが、
次期学習指導要領では、概ね「主体的 ･ 対話的で深い学び」に置き換えられた。
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Q14 いじめ防止について
どう考えますか

ここがポイント！

押さえておこう

◎いじめ防止対策推進法に基づき、学校全体で対策を推進する。

Q   いじめ防止対策推進法の成立経緯について説明してください。
A     平成 23 年に滋賀県大津市の中学生が自殺した事件で、学校側がいじめ
の兆候を見逃し、自殺後の原因調査もずさんに済ませるなど、学校や
市教育委員会の対応の不備が明らかになりました。この事件を受け、
平成 25 年の６月に成立し、９月に施行されました。

Q   この法律で、いじめはどのように定義されていますか。
A     「児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児
童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理的又は物理的な影
響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む。）であっ
て、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているもの」
と２条１項で定められています。

Q   学校の責任はどうなっていますか。
A     ８条で、学校及び教職員は、児童等がいじめを受けていると思われる
ときは、適切・迅速に対処する責務があるとされています。

Q   どうすれば、いじめをなくせると思いますか。
A     生徒指導の充実を図ったり、早期発見のための措置を講じたり、相談
体制の整備に努めたりすることなどが必要です。また、いじめなどの
兆候を把握したときは、生徒指導主事を中心に対策を話し合わせ、い
じめ対策マニュアルを活用して、すばやく問題解決を図ります。

１．  いじめを防止するためには、学級の中で温かい人間関係を構築し、児童・生徒が明るく
気持ちよい生活ができるように支援することが必要である。

２．  万が一いじめが起きてしまった場合は、毅然とした態度で対応することである。家庭と
も連絡を取り合って、その原因を取り除く。


